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後期基本計画

平成２２年（２０１０年）３月、市民・行政それぞれの役割を示し、協働により総合的・計画的に
まちづくりを進めるため、その根幹となる総合計画を策定しました。総合計画では、基本構想（計画
期間：平成２２年度～平成３５年度）と前期基本計画（計画期間：平成２２年度～平成２６年度）を
定め、基本構想に掲げるめざす将来像「みんなで築く　ささえあい　と　活力　の都

ま ち

市」の実現に向
けて各種施策を進めてきました。
本計画は、前期基本計画の計画期間の終了に伴い、各種施策や目標数値の達成状況の点検・評価を
行い、その結果と前期基本計画策定以降の社会経済情勢の変化を踏まえながら、めざす将来像の実現
に向けた施策を着実に進めていくため、後期基本計画として策定したものです。
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第１章　後期基本計画の策定にあたって

１．策定の趣旨

本計画は、みよし市総合計画の後期基本計画にあたります。
基本計画は、基本構想に掲げる将来像を実現するための根幹的な施策と、その具体的な目標数値を
示したものです。
後期基本計画の想定期間は、平成３０年度（２０１８年度）までの４年間です。

２．計画の構成と期間
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みんなで築く　ささえあい　と　活力　の都
ま ち

市

と想定します。

また、基本構想の目標年次である

の将来人口を　平成35年 70,000人

みよし市がめざす将来像は、みよし市総合計画基本構想（計画期間：平成２２年度～平成３５年度）
に基づき、引き続き以下のとおりとします。

本市は、かつては自然に恵まれた地域でした
が、工場誘致に供する事業用地や大規模な住宅
開発に伴って農地や里山が減少してきたことか
ら、残された自然環境の保全に対する重要性が
強く意識されるようになってきました。
また、人口の急激な増加に伴って、若い家族

や働き手が増加していますが、将来に向けて住
みやすいまちにしていくためには、コミュニティ
意識を高め、市民、市民組織やＮＰＯ、企業と

行政が協働して、日々の暮らしを充実し、子育
てや介護などの課題を解決する取り組みが重要
となっています。
これからは、限られた土地を有効活用し、持
続可能なまち（都市）のために、自然の大切さ
を尊重し、水と緑の自然を守り・育てながら、
人と自然が共生し、地域でささえあい、活力を
創造する都市を目指していきます。
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第２章　みよし市のめざす将来像

１．めざす将来像

＜将来像の基本的な考え方＞
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「ささえあい」とは、誰もが思いやりを持ち、心を通わせながら、笑顔で楽しく暮らし、いつまでも
住み続けられる地域を創りだしていくため、個人や家庭だけでは解決できない問題でも地域で解決で
きる仕組みが機能している姿をイメージしています。

「活力」とは、市民一人ひとりが元気でいきいきとし、まちには活気とにぎわいがあり、市民生活に
ゆとりがあり、これを支える産業が盛んで、安定した財政状況にある姿をイメージしています。　

｢人と自然が共生し、地域でささえあい、活力を創造する都市」の実現に向けては、市民と行政が、
情報の共有や対話を通じて、共通に認識を持ち、知恵を出しあい、協働によるまちづくりを進めます。

○長寿化や価値観が多様化する中で、誰もが生涯健康で生きがい

を持って暮らすことができ、高齢者や障がい者が地域で自立し

て暮らせ、子育て世代では仕事と子育ての両立が可能で、外国

人も地域の一員として暮らせる地域社会を目指します。

○災害や犯罪・事故をなくし、安全で安心して住み続けることが

できる地域社会を目指します。

○子どもたちが心身ともに健やかで、創造性豊かに育ち、社会で

活躍し次代を担う人づくりを目指します。

○残された自然を大切に守りながら、人と自然が共生できる水と

緑が豊かで快適な環境づくりを目指します。

○地域の産業・経済が発展していけるように、活発な産業活動を

担う基盤整備や調和のとれた土地利用の誘導、地場産業や新た

な産業の育成を目指します。

○中心市街地をはじめとして魅力あるにぎわい拠点を形成し、そ

れらを快適な自転車道・緑道、楽しく歩ける歩道など質の高い

道路網、利便性の高い公共交通で結ぶことで、地域間の交流を

深め、活気とふれあいのあるまちを目指します。

○自治基本条例の基本的な考え方を踏まえ、協働によるまちづく

り推進のための仕組みづくりや体制の確立を目指します。

○市民は地域の自治組織や市民活動団体・ＮＰＯ活動を通じて、

自主的なまちづくりを行います。

○行政は責任を持ってまちづくりを実現していくとともに、市民

によるまちづくり活動の支援やまちづくりに参画できる環境

づくりを行います。
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将来像の実現に向けて、次のように６つの基本目標を掲げます。
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２．基本目標と計画の体系



7

第
１
編

第
２
章

序　

論

み
よ
し
市
の
め
ざ
す
将
来
像




